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研究要旨 

痙攣性発声障害患者の臨床データを収集して患者データベースを作成し、痙攣性発声障害の臨

床像および音声所見を多角的かつ客観的に解析する。それをもとにして本症の診断基準および重

症度分類案を作成するため、27 年度末に熊本大学大学院生命科学研究部の倫理委員会の審査を経

て、28 年度にデータを収集し、診断基準および重症度分類案を作成する。 
 

 
A. 研究目的 
痙攣性発声障害は発声器官に器質的異常

や運動麻痺を認めない機能性発声障害の一

つであるが、極めてまれなこともあり、国

内はもとより海外においても客観的指標に

基づく診断基準や治療方針が確立されてお

らず、適切な診断や治療を受けられていな

い患者が少なくない。 
本研究では、痙攣性発声障害患者の臨床

データを収集して患者データベースを作成

し、痙攣性発声障害の臨床像および音声所

見を多角的かつ客観的に解析し、それをも

とにして本症の診断基準および重症度分類

案を作成する。 
 
B. 研究方法 

2006 年 1 月 1 日から現在までに当院耳鼻

咽喉科・頭頸部外科を受診し、対象疾患に

該当診断された患者の診療情報上のデータ

を収集し、高知大学に集積、データベース

化する。 
データベースを元に、研究班において、

本症の診断基準および重症度分類案を作成

する。 
(倫理面への配慮) 

本研究で収集されたデータを当該医療機

関外に提供する際には、被験者識別コード

を付して連結可能匿名化を行う。また、医

学雑誌への発表等においては、被験者の秘

密を保全する。 

 
C. 研究結果 
データベースを元に、研究班全体で診断

基準および重症度分類案について検討を行

い、案を作成した。29 年度中に関連学会を

介してパブリックコメントを得た上で、運

用を予定している。 
 

D. 考察 
 痙攣性発声障害は、希少難治性疾患であ

るが、世界的に診断基準がないため多くの

患者が診断されないで発声障害に苦しんで

いることが予想できる。 
 研究班で患者情報を元にした診断基準と

重症度分類のガイドラインが作成されるこ

とで、耳鼻咽喉科医による診断が容易にな

ると共に患者の把握、疾患の自然史、治療

の実施状況、治療の評価につながり、多く

の発声障害患者を救済することが可能とな

る。 
 

E. 結論 
痙攣性発声障害患者の臨床データを収集

した患者データベースを元に、世界に先駆

けて研究班全体で本症の診断基準および重

症度分類案を作成した。29 年度中に関連学

会を介してパブリックコメントを得た上で、

運用を予定している。 
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